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法ほ
っ
花け

鳥ど

屋や

遺
跡　

北
区
太
田

　

法
花
鳥
屋
遺
跡
は
、
旧
豊
栄
市
域
で
も
っ
と
も
内
陸
側
の
砂
丘
列
の
南

西
の
端
に
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
、
法
花
鳥
屋
の
集
落
を
中
心
と
し
て
四
か

所
（
Ａ
遺
跡
〜
Ｄ
遺
跡
）
で
遺
物
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
福
島

潟
方
面
に
向
か
っ
て
沖

ち
ゅ
う
積せ

き
地
に
接
す
る
南
側
の
砂
丘
裾す

そ

に
あ
り
、
標
高
は

二
メ
ー
ト
ル
前
後
で
あ
る
。
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BB

CC
DD

図177　遺跡の位置　２
万5000分１地形図「松浜」

　

法
花
鳥
屋
Ａ
遺
跡
は
、
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
に
畠
山
佑
二

氏
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、縄
文
時
代
中
期
前
葉
の
土
器
と
と
も
に
、

石せ
き

鏃ぞ
く

、
蛇じ

ゃ

紋も
ん

岩が
ん

製
磨
製
石せ

き

斧ふ

の
刃
部
な
ど
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
十
三
（
二
〇
〇
一
）
年
に
は
、
県
道
新
発
田
豊
栄
線
の
付

け
替
え
工
事
に
先
立
っ
て
、
豊
栄
市
教
育
委
員
会
が
法
花
鳥
屋
Ｂ

遺
跡
の
範
囲
確
認
調
査
を
実
施
し
た
。
縄
文
前
期
末
〜
晩
期
の
土

器
と
土ど

偶ぐ
う

の
破
片
（
図
一
七
八
）、弥
生
土
器
な
ど
が
出
土
し
た
。

　

図
一
七
九
は
こ
の
時
に
見
つ
か
っ
た
弥
生
土
器
の
壺つ

ぼ

で
、
高
さ

は
二
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
口
の
直
径
一
六
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
、
胴
部
最
大
径
一
六
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
口
の
方

図178　法花鳥屋B遺跡の縄文時代遺物
右上が土偶の破片
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を
上
に
向
け
て
直
立
し
た
状
態
で
出
土
し
た
。
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
残
っ
て
お
り
、
土
器
の
外
側
に
焦
げ
た
痕あ

と

が

あ
る
こ
と
か
ら
、
煮
炊
き
に
使
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
土
器
の
胴
体
部
分
に
は
縄
文
が
施
さ
れ
て
お

り
、
縄
文
土
器
の
流
れ
を
く
む
東
関
東
地
方
の
土
器
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
土
器
の
全
体
の
形
態
や
施
さ
れ
た

文
様
の
様
式
か
ら
、
弥
生
時
代
後
期
後
半
か
ら
末
（
お
よ
そ
一
八
〇
〇
年
前
）
こ
ろ
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

当
時
の
人
々
が
生
活
し
た
遺
構
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
は
な
く
、
ほ
か
に
同
じ
時
期
の
遺
物
も
見
つ
か
っ
て
い

図179　法花鳥屋B遺跡の弥生土器壺

な
い
が
、
東
関
東
系
土
器

が
市
域
で
出
土
す
る
こ
と

は
少
な
い
上
、
ほ
ぼ
完
全

な
形
で
あ
る
こ
と
か
ら
貴

重
な
資
料
で
あ
る
。

　

な
お
、
法
花
鳥
屋
Ｃ
・

Ｄ
遺
跡
は
、
と
も
に
土は

師じ

器き

片
が
一
〜
二
点
採
集
さ

れ
て
い
る
遺
跡
で
あ
る
。

古
代
の
遺
跡
で
あ
っ
た
可

能
性
が
あ
る
。


